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表 1 所見データの基本情報 
 
 














文書で使用する頻度であるため，表 1 に示した教員 5 名の所見データについて，教員ごと























ア 男 17 766 5211 84 62.0 205.0
イ 男 16 402 1209 24 50.4 165.6
ウ 男 16 537 2034 40 50.9 164.4
エ 女 29 550 3104 58 53.5 171.1
オ 女 2 454 2386 56 42.6 140.5
541.8 2788.8 52.4 51.9 169.3平均
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1 為る 391 為る 141 為る 99 為る 238 為る 182
2 事 320 出来る 90 出来る 72 事 201 事 127
3 出来る 294 事 87 事 66 出来る 196 出来る 126
4 的 64 取り組む 35 委員 19 成る 82 学習 74
5 自分 59 仲間 30 姿 18 時間 56 姿 37
6 方 49 的 30 係 16 学習 42 見る 37
7 調べる 42 学習 29 自分 14 係 38 成る 35
8 持つ 40 成る 25 取り組む 12 会 33 係 33
9 国語 38 様 25 仲間 11 確り 31 時間 27
10 又 37 単元 22 年 11 皆 30 的 21







































































































































































































































最大値 0.77 0.62 0.97
最小値 0.57 0.41 0.91
最大値 0.77 0.61 0.97 0.99
最小値 0.61 0.44 0.90 0.90
最大値 0.92 0.93 0.76 0.73 0.73
最小値 0.10 0.86 0.53 0.56 0.56
最大値 0.94 0.98 0.67 0.64 0.64 0.95
最小値 0.06 0.97 0.41 0.44 0.47 0.88
最大値 0.79 0.63 0.91 0.92 0.94 0.73 0.66
最小値 0.55 0.43 0.83 0.88 0.88 0.57 0.46
最大値 0.72 0.64 0.95 0.91 0.94 0.75 0.66 0.91
最小値 0.55 0.39 0.89 0.85 0.86 0.54 0.42 0.75
最大値 0.79 0.90 0.88 0.88 0.92 0.96 0.92 0.88 0.93





使用頻度 0.57 0.56 0.55 0.88 0.98 0.55
0.65 0.68 0.64 0.57 0.69 0.62
0.57 0.74
    　値 0.95 0.95 0.69 0.60 0.88 0.92 0.81
イエーツ補正　   値 0.96 0.67 0.58 0.90 0.88 0.81
0.81
コサイン 0.91 0.67 0.69 0.86












































































て比較する． 2 つの集合 A, B間の類似性を表す指標であるジャッカード係数J(A, B) = |A ∩ B| |A ∪ B|⁄ （ただし，|S|は集合Sの要素数を示す）は，一致する要素がなければ
最小値 0，全要素が一致する場合は最大値 1 をとる．抽出の基準を上位第 n 位までとした









































































































































































































































1 為る（する） 391 182 ◯ ◯ ◯ 46 体積 16 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
2 事 320 127 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 47 暮らし 16 2 ◯ ◯
3 出来る 294 126 ◯ ◯ ◯ ◯ 48 関係 16 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
4 的 64 21 ◯ ◯ ◯ ◯ 49 協力 15 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
5 自分 59 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 50 図 15 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
6 方（かた） 49 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 51 情報 15 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
7 調べる 42 4 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 52 想像 15 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
8 持つ 40 16 ◯ ◯ ◯ 53 空気 15 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
9 国語 38 12 ◯ ◯ ◯ ◯ 54 説明 15 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
10 又 37 15 ◯ ◯ ◯ 55 対する 14 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
11 意欲 37 18 ◯ ◯ ◯ 56 情景 14 1 ◯ ◯ ◯ ◯
12 仕事 34 10 ◯ ◯ ◯ ◯ 57 用いる 14 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
13 工夫 33 7 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 58 登場 14 1 ◯ ◯ ◯ ◯
14 仲間 33 14 ◯ ◯ ◯ 59 着目 14 1 ◯ ◯ ◯ ◯
15 理科 31 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 60 調査 14 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
16 変化 31 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 61 グラフ 13 1 ◯
17 つく 30 4 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 62 作る 13 2 ◯
18 社会 30 13 ◯ ◯ ◯ 63 整理 13 2 ◯
19 良い 30 16 ◯ ◯ ◯ 64 机 13 1 ◯
20 読み取る 30 17 ◯ ◯ ◯ 65 活用 13 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
21 科 29 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 66 産業 13 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
22 進む 27 12 ◯ ◯ ◯ 67 誰 13 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
23 考える 26 13 ◯ ◯ ◯ 68 当番 12 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
24 水（名詞） 25 6 ◯ ◯ ◯ ◯ 69 行う 12 3 ◯
25 切る 25 12 ◯ ◯ ◯ 70 感じ取る 11 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
26 遣る 25 12 ◯ ◯ ◯ 71 所 11 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
27 資料 24 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 72 明るい 11 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
28 理解 24 7 ◯ ◯ ◯ 73 確実 11 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
29 責任 24 9 ◯ ◯ ◯ 74 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 0 ◯ ◯ ◯
30 物 23 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 75 地域 10 0 ◯ ◯ ◯
31 取り組む 23 18 ◯ ◯ 76 基本 10 0 ◯ ◯ ◯
32 係 23 33 ◯ ◯ 77 挨拶 10 0 ◯ ◯ ◯
33 算数 22 8 ◯ ◯ ◯ 78 整列 10 0 ◯ ◯ ◯
34 ロッカー 21 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 79 特徴 10 0 ◯ ◯ ◯
35 県 21 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 80 特色 10 0 ◯ ◯ ◯
36 考え 21 8 ◯ ◯ 81 部分 10 0 ◯ ◯ ◯
37 音楽 21 17 ◯ ◯ 82 金属 10 0 ◯ ◯ ◯
38 生活 20 4 ◯ ◯ ◯ 83 スリッパ 9 0 ◯
39 表わす 20 5 ◯ ◯ 84 トイレ 9 0 ◯
40 居る 20 7 ◯ 85 体 9 0 ◯
41 毎日 18 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 86 場面 9 0 ◯
42 温まる 18 0 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 87 書き纏める 9 0 ◯
43 身 18 4 ◯ 88 温度 9 0 ◯
44 人物 17 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 89 細部 9 0 ◯



















が 1 頻度低い単語も特徴単語として抽出（比較対象で使用頻度 7 以下）しているが，これ
より低頻度（このケースでは 20未満）のものは特徴単語としていない．また，コサインも，
使用頻度で抽出された単語のほとんどを特徴単語としており，抽出されなかった 4 単語は
比較対象で使用頻度 8 以上のものである．新たに特徴単語とされた 7 単語は，比較対象で
使用頻度 5以下であるが，いずれも分析対象で使用頻度 16以上のものばかりである． 
Dice係数やコサインは比較対象で低頻度であることを考慮するものの，他の手法と比べ，
分析対象で高頻度であることを重視する特性をもつ手法であることが伺える．この影響は，




















上，χ２値とイエーツ補正 χ２値は 10 以上であった．次に，比較対象での使用頻度が 1 で
ある単語が特徴単語として抽出されるときの，分析対象における使用頻度の最小値をみて
























































際，他の教員が記述した所見全てを 1 つにまとめ 1 人対全員として比較すると，文書の量
に大きな差があり過ぎる場合はテキストマイニングで妥当な結果を得られないことが懸念





























れ比較し，小川手法による特徴単語の抽出を 4 回実施した．第 3 章の分析でみられた変化
点にあわせて上位 40位までを基準とし，比較対象ごとに抽出された 4種類の特徴単語を表
5に示す．教員イ～オとの各比較でランク差が正の値となる教員アの特徴単語に対し，それ
ぞれ上位 40 位が占める単語の種類数の割合は，53.9%，34.7%，24.3%，27.6%であった． 
表 5 で示した支援対象（教員ア）の特徴単語は全部で 165 単語あるが，複数の比較で抽
出された同一の単語も含まれている．どの比較で抽出されたかを無視して重複を排除した


































的 89.5 調べる 149.5 方 234.0 方 178.5
方 86.5 変化 141.0 調べる 233.0 科 164.5
意欲 83.0 社会 138.0 持つ 232.0 資料 157.5
仕事 81.5 つく 137.0 意欲 229.5 物 154.5
工夫 79.0 読み取る 137.0 仕事 228.0 ロッカー 150.0
変化 78.0 科 135.5 仲間 226.5 県 150.0
理科 78.0 進む 134.5 変化 224.5 調べる 137.5
社会 75.0 切る 131.5 つく 221.5 毎日 132.0
良い 75.0 遣る 130.5 社会 221.5 温まる 132.0
読み取る 75.0 資料 128.5 読み取る 221.5 人物 127.5
科 72.5 物 125.5 科 219.0 つく 126.0
進む 71.5 ロッカー 121.0 切る 215.0 体積 123.0
切る 68.5 県 121.0 水 215.0 暮らし 123.0
水 68.5 考え 120.0 理解 212.0 関係 123.0
遣る 68.5 友達 116.0 責任 212.0 協力 116.0
資料 65.5 様子 116.0 資料 212.0 図 116.0
理解 64.5 表わす 116.0 物 209.0 情報 116.0
物 62.5 生活 115.0 取り組む 208.0 想像 116.0
ロッカー 58.0 丁寧 109.5 県 204.5 空気 116.0
県 58.0 図工 109.5 考え 204.5 説明 116.0
音楽 58.0 易い 109.5 様子 199.5 対する 108.0
考え 57.0 分かる 108.5 班 199.5 情景 108.0
友達 53.0 纏める 108.5 生活 199.5 用いる 108.0
様子 53.0 工夫 103.5 表わす 199.5 登場 108.0
班 53.0 ノート 103.0 時 193.0 着目 108.0
生活 53.0 温まる 103.0 気持ち 192.0 調査 108.0
表わす 53.0 給食 103.0 温まる 186.5 生活 104.0
丁寧 46.5 人物 98.5 身 185.5 理科 102.5
時 46.5 音 98.5 的 182.0 グラフ 98.0
気持ち 45.5 体積 94.0 音 182.0 作る 98.0
ノート 40.0 暮らし 94.0 人物 181.0 整理 98.0
体育 40.0 考える 94.0 体積 177.5 机 98.0
温まる 40.0 関係 94.0 暮らし 177.5 活用 98.0
身 40.0 時間 93.0 関係 177.5 産業 98.0
給食 39.0 水 92.0 付ける 176.5 誰 98.0
人物 35.5 理解 89.0 さ 170.5 自分 93.5
音 35.5 図 87.0 協力 170.5 身 91.0
体積 31.0 情報 87.0 図 170.5 当番 89.5
声 31.0 想像 87.0 情報 170.5 行う 88.5
暮らし 31.0 整頓 87.0 想像 170.5 音 86.5
関係 31.0 空気 87.0 空気 170.5












ることで抽出できる．他の 4教員（イ～オ）の特徴単語の各上位 40位を表 6にまとめた． 
 
 
図 5 小川手法による他の教員（イ～オ）の特徴単語抽出 
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年 354.5 単元 354.5 確り 356.5 呼び掛ける 352.5
活動 353.5 授業 343.0 皆 355.5 リズム 338.0
生 341.0 来る 343.0 何時 354.0 主人 333.0
堂々 333.0 素晴らしい 343.0 練習 347.5 公 333.0
確り 333.0 活動 333.0 役 346.5 授業 333.0
練習 332.0 学期 329.5 子 337.0 練習 332.0
君 325.0 リーダー 325.0 良く 337.0 長 332.0
皆 325.0 問題 325.0 作品 336.0 意見 310.5
素晴らしい 325.0 迚も 325.0 分 330.5 皆 310.5
放送 324.0 割 318.0 成人 330.5 子 301.0
キャンペーン 315.0 役割 318.0 話す 330.5 描く 301.0
中 315.0 練習 317.0 選ぶ 330.5 見付ける 286.5
制作 315.0 全校 309.5 式 329.5 気 286.0
前 315.0 応援 309.5 朝 324.0 進める 286.0
割り算 315.0 繰り返す 309.5 素晴らしい 322.0 遊び 286.0
図書 315.0 力 296.5 上手 315.5 黒板 286.0
学校 315.0 取る 296.5 合奏 315.5 様 279.0
進める 315.0 成長 296.5 観察 315.5 きちんと 267.0
遣り遂げる 315.0 支援 296.5 迚も 315.5 モキチ 267.0
ポスト 300.0 旨い 296.5 活躍 307.0 リーダー 267.0
其れ 300.0 更に 296.5 リーダー 296.0 塗る 267.0
好感 300.0 点 296.5 一杯 296.0 気付く 267.0
感ずる 300.0 良く 296.5 並ぶ 296.0 良く 267.0
提出 300.0 長 295.5 人 296.0 観察 267.0
気 300.0 様 294.5 年 296.0 話 267.0
話す 300.0 分 277.5 来る 296.0 道具 267.0
運営 300.0 割り算 277.5 無駄口 296.0 朝 266.0
筆算 284.0 努力 277.5 生 296.0 為 266.0
さん 273.0 団 277.5 黒板 296.0 身の回り 266.0
一緒 273.0 小数 277.5 候補 284.5 並ぶ 247.5
伝える 273.0 意見 277.5 教える 284.5 人 247.5
像 273.0 成果 277.5 立 284.5 分 247.5
出品 273.0 挑戦 277.5 読む 284.5 割り算 247.5
子供 273.0 自信 277.5 配る 284.5 合わせる 247.5
宿題 273.0 高める 277.5 難しい 284.5 宿題 247.5
展 273.0 意識 276.5 頑張る 284.5 床 247.5
市 273.0 様 282.0 強弱 247.5
感 273.0 取り組み 279.5 消す 247.5
授業 273.0 片付ける 247.5
発信 273.0 猫 247.5











特徴単語の個数は 125単語であった．同一順位を含む上位 40位までを基準とした 1比較






















較，すなわち 4比較のうち 4比較で共通して抽出されたものは，表 7の※1に示す 11単語
である．この他はいずれかの比較 1つ以上においては抽出されなかった単語であるが，4比
較のうち 3比較のみで抽出されたものは※2に示す 19単語である．同様にして，4比較の
うち 2比較のみで抽出された 15単語を※3，4比較のうち 1比較のみで抽出された 34単語











支援対象（教員ア）の特徴単語を表 8の※1に，4比較のうち 3比較のみ（以下，4比較 
イ ウ エ オ イ ウ エ オ
科 ◯ ◯ ◯ ◯ グラフ ◯
資料 ◯ ◯ ◯ ◯ さ ◯
物 ◯ ◯ ◯ ◯ 易い ◯
県 ◯ ◯ ◯ ◯ 音楽 ◯
生活 ◯ ◯ ◯ ◯ 活用 ◯
温まる ◯ ◯ ◯ ◯ 机 ◯
音 ◯ ◯ ◯ ◯ 考える ◯
人物 ◯ ◯ ◯ ◯ 行う ◯
関係 ◯ ◯ ◯ ◯ 作る ◯
暮らし ◯ ◯ ◯ ◯ 産業 ◯
体積 ◯ ◯ ◯ ◯ 持つ ◯
方（かた） ◯ ◯ ◯ 時間 ◯
調べる ◯ ◯ ◯ 自分 ◯
変化 ◯ ◯ ◯ 取り組む ◯
読み取る ◯ ◯ ◯ 情景 ◯
社会 ◯ ◯ ◯ 図工 ◯
つく ◯ ◯ ◯ 整頓 ◯
切る ◯ ◯ ◯ 整理 ◯
水 ◯ ◯ ◯ 声 ◯
理解 ◯ ◯ ◯ 責任 ◯
考え ◯ ◯ ◯ 体育 ◯
ロッカー ◯ ◯ ◯ 対する ◯
様子 ◯ ◯ ◯ 誰 ◯
表わす ◯ ◯ ◯ 着目 ◯
身 ◯ ◯ ◯ 仲間 ◯
図 ◯ ◯ ◯ 調査 ◯
説明 ◯ ◯ ◯ 纏める ◯
空気 ◯ ◯ ◯ 登場 ◯
情報 ◯ ◯ ◯ 当番 ◯
想像 ◯ ◯ ◯ 付ける ◯
ノート ◯ ◯ 分かる ◯
意欲 ◯ ◯ 毎日 ◯
気持ち ◯ ◯ 用いる ◯































表 8の※1からわかるように，これら 11単語は教員アが 16～29回と多用しているのに







示したのが表 9と表 10である．全ての比較で共通して抽出されたものは，表 9の※1に 
ア イ ウ エ オ
科 29 1
資料 24 1 2
物 23 1 2
県 21
生活 20 1 3 2 4
温まる 18 1
音 17 1 4
人物 17 3 1
関係 16 1 1
暮らし 16 2
体積 16
方（かた） 49 3 9 3
調べる 42 11 2 2 4
変化 31 1 8
読み取る 30 1 3 17
社会 30 2 2 13
つく 30 8 3 4
切る 25 1 2 12
水 25 4 1 6
理解 24 3 4 1 7
考え 21 3 3 1 8
ロッカー 21 6 1
様子 20 1 8
表わす 20 1 5
身 18 6 3 4
図 15 3 2
説明 15 1 2 1










表 9 支援対象（教員ア）との比較で抽出された他の教員（イ～オ）の特徴単語（1） 
 
 
示す 1単語である．4比較のうち 3比較のみで抽出されたものは※2に示す 8単語である．
同様にして，4比較のうち 2比較のみで抽出された 18単語を※3， 4比較のうち 1比較の






表 11中の※1は全比較で，※2は 4比較中 3比較で抽出された単語である．※1の「練
習」は，他の教員（イ～オ）は全員多用するが，支援対象（教員ア）は 3回しか使用してい
ない．また，※2の 8単語は，他の 4教員（イ～オ）のうち 3教員はよく使用するが，支援
対象（教員ア）は使用頻度が低い． 
イ ウ エ オ
※１ 練習 ◯ ◯ ◯ ◯
様（よう） ◯ ◯ ◯
リーダー ◯ ◯ ◯
割り算 ◯ ◯ ◯
良く ◯ ◯ ◯
皆 ◯ ◯ ◯
素晴らしい ◯ ◯ ◯
授業 ◯ ◯ ◯


























表 10 支援対象（教員ア）との比較で抽出された他の教員（イ～オ）の特徴単語（2） 
 
 







イ ウ エ オ イ ウ エ オ イ ウ エ オ
きちんと ◯ 更に ◯ 単元 ◯
キャンペーン ◯ 高める ◯ 団 ◯
さん ◯ 合わせる ◯ 中 ◯
ポスト ◯ 合奏 ◯ 挑戦 ◯
モキチ ◯ 作品 ◯ 提出 ◯
リズム ◯ 子供 ◯ 展 ◯
意識 ◯ 市 ◯ 点 ◯
為 ◯ 支援 ◯ 伝える ◯
一緒 ◯ 旨い ◯ 塗る ◯
一杯 ◯ 自画 ◯ 努力 ◯
運営 ◯ 自信 ◯ 堂々 ◯
応援 ◯ 式 ◯ 道具 ◯
音符 ◯ 主人 ◯ 読む ◯
何時 ◯ 取り組み ◯ 難しい ◯
学期 ◯ 取る ◯ 猫 ◯
学校 ◯ 出品 ◯ 粘り強い ◯
割 ◯ 順序 ◯ 配る ◯
活躍 ◯ 小数 ◯ 発信 ◯
感 ◯ 床 ◯ 美術 ◯
感ずる ◯ 消す ◯ 筆算 ◯
頑張る ◯ 上手 ◯ 描く ◯
気付く ◯ 身の回り ◯ 片付ける ◯
強弱 ◯ 図書 ◯ 放送 ◯
教える ◯ 制作 ◯ 無駄口 ◯
繰り返す ◯ 成果 ◯ 問題 ◯
君 ◯ 成人 ◯ 役 ◯
見付ける ◯ 成長 ◯ 役割 ◯
遣り遂げる ◯ 選ぶ ◯ 遊び ◯
言葉遊び ◯ 前 ◯ 立 ◯
呼び掛ける ◯ 全校 ◯ 立てる ◯
候補 ◯ 組 ◯ 力 ◯
公 ◯ 像 ◯ 話 ◯










ア イ ウ エ オ
※１ 練習 3 7 8 22 13
様（よう） 4 7 25 19 15
リーダー 2 9 9 6
割り算 2 5 5 5
良く 1 6 15 6
皆 6 4 30 9
素晴らしい 6 15 12
授業 3 15 13









より独自性の高い支援対象教員の特徴単語としては，小川手法による上位 40 位までの 79
単語中 30単語が抽出された．より共通性の高い他の教員の特徴単語としては，小川手法に
よる上位 40位までの 125単語中 9単語が抽出された．提案手法で抽出したこれらの特徴単















































ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ
1 為る（する） 391 99 141 238 182 37 細部 9
2 的 64 1 30 4 21 38 外 6 2 5 8
3 持つ 40 9 13 2 16 39 接する 6 2
4 国語 38 8 13 10 12 40 手際 6 1
5 意欲 37 1 7 2 18 41 大切 5 5 5
6 仲間 33 11 30 14 42 表 5 4 4
7 理科 31 1 8 8 5 43 与える 5
8 良い 30 17 5 16 44 片付け 5
9 つく 30 8 3 4 45 餌 5
10 進む 27 1 1 22 12 46 字 3 2 1
11 責任 24 8 5 9 47 相手 2 1
12 物 23 2 2 5 48 公共 2
13 居る 20 7 16 12 7 49 立てる 1 3 3 4 1
14 生活 20 1 3 2 4 50 床 1 5
15 丁寧 19 22 16 51 目 1 2 1 1
16 易い 19 6 1 15 9 52 筋道 1 1
17 分かる 19 9 3 13 5 53 膝 1 1
18 毎日 18 4 5 18 1 54 関連 1
19 ノート 18 2 10 9 55 単元 22
20 時間 16 5 3 56 27 56 一杯 1 4 9 2
21 付ける 16 7 7 3 12 57 落ち着く 1 3
22 整頓 15 3 10 8 58 期待 3
23 図 15 3 2 59 大変 2
24 説明 15 1 2 1 60 ルール 1
25 色 14 4 7 61 公平 1
26 整理 13 7 2 62 別け隔て 1
27 誰 13 1 6 2 63 うん
28 使う 11 9 3 2 7 64 ペン
29 無い 10 1 1 3 2 65 鋭い
30 見る 9 4 5 5 37 66 既習
31 遊ぶ 9 2 11 10 67 指し示す
32 元気 9 2 1 3 9 68 事項
33 挙手 9 1 5 6 69 身形
34 発言 9 1 9 1 70 水遣り
35 守る 9 1 1 7 71 反応










W ア（想起）に対して，提案手法による支援対象教員の特徴単語（表 8）をW ア（提案手
法）と表記する．W ア（想起）とW ア（提案手法）を比較し，W ア（提案手法）を抽出する
有用性を確認する． 
そこで，表 1の抽出単語数に対する，5教員それぞれの所見での使用頻度の合計の割合を




結果は表 13に示す通りである．W ア（想起）の使用割合は教員アが 22.4%，教員イ～オ
は 17.3～21.7%で，いずれも抽出単語数に対して 20%程度であり，実際には他の 4 教員も
W ア（想起）を教員アと同程度使用していた． 






表 13 W ア（想起）とW ア（提案手法）を各教員が所見で使用した頻度の合計と割合 
 
 
ア イ ウ エ オ
所見での
使用合計 1167 236 373 537 518
割合（％） 22.4 19.5 18.3 17.3 21.7
所見での
使用合計 678 39 51 25 114
割合（％） 13.0 3.2 2.5 0.8 4.8



















た（以下，W 他（推測）と表記する）．所見における各教員のW 他（推測）の使用頻度を， 
 
表 14 支援対象（教員ア）が推測した他の教員の特徴単語とその使用頻度 
 
ア イ ウ エ オ
1 確り（しっかり） 7 2 31 2
2 頑張る 3 4 8 4
3 一杯 1 4 9 2
4 精 4
5 上げる 2 1
6 ちゃんと
7 順番
8 手 1 1
9 もっと 2 1
10 気 2 4 1 7
11 思い 2 1
12 仲良く 4 1 3
13 言う 8 1 4
14 場面 9
15 大きな 10 1 6 14 3
16 声 16 1 11 19 12
17 付ける 16 7 7 3 12
18 易い 19 6 1 15 9
19 丁寧 19 22 16
20 分かる 19 9 3 13 5
21 良い 30 17 5 16
22 持つ 40 9 13 2 16
23 出来る 294 72 90 196 126

















る．W 他（推測）とW 他（提案手法）を比較することで，W 他（提案手法）を抽出する有用
性について調べる． 
そこで，表 1の抽出単語数に対する，5教員それぞれの所見での使用頻度の合計の割合を





教員アが 16.9%に対し，他の 4教員は 15.2～18.8%であった．これに対して，W 他（提案手 
 
表 15 W 他（推測）とW 他（提案手法）を各教員が所見で使用した頻度の合計と割合 
 
ア イ ウ エ オ
所見での
使用合計 882 221 309 582 413
割合（％） 16.9 18.3 15.2 18.8 17.3
所見での
使用合計 12 34 92 121 72
割合（％） 0.2 2.8 4.5 3.9 3.0



































































表 16 所見での単語の使い方の想起 
 
1 科 ○ ○
2 資料 ○ ○
3 物 ○ ○
4 県 ○ ○
5 生活 ○ ○
6 温まる ○ ○
7 音 ○
8 人物 ○ ○
9 関係 ○ ○
10 暮らし ○ ○
11 体積 ○ ○
12 方（かた） ○
13 調べる ○ ○
14 変化 ○ ○
15 読み取る ○ ○
16 社会 ○ ○
17 つく ○ ○
18 切る ○ ○
19 水 ○ ○
20 理解 ○ ○
21 考え ○ ○
22 ロッカー ○ ○
23 様子 ○ ○
24 表わす ○
25 身 ○ ○
26 図 ○ ○
27 説明 － －
28 空気 － －
29 情報 ○ ○







W ア（提案手法） 単語のみ表示 単語＋前後１文節表示
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徴単語であると考えた，表 12の 72単語に含まれるものには■印を付した．  
W ア（提案手法）のみの提示で自分の特徴単語と認めたものは 12 単語，42.9%あり，特
徴単語の提示のみでも支援が可能な部分があると考えられる．また，前後 1 文節をつけて






















3 物 ○ ■
4 県








13 調べる ○ ○
14 変化 ○
15 読み取る ○ ○
16 社会 ○ ○
17 つく ○ ○ ■
18 切る ○
19 水 ○ ○
20 理解 ○ ○
21 考え ○ ○
22 ロッカー ○ ○
23 様子 ○
24 表わす ○
25 身 ○ ○
26 図 ○ ■
27 説明 － － ■
28 空気 － －
29 情報 ○
30 想像 ○ ○
12 24
42.9 85.7全28語に対する記述支援対象（教員ア）が○をつけた合計の割合(%)




























































1 練習 ○ ○
2 皆 ○ ○
3 素晴らしい ○ ○
4 割り算 ○ ○
5 リーダー ○ ○
6 良く ○ ○
7 様（よう） ○
8 授業 ○ ○








W 他（提案手法） 単語のみ表示 単語前後１文節表示
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位までの 79 単語中 30 単語が提案手法により抽出された．より共通性の高い他の教員の特
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